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1．はじめに

天井耐震クリップ工法は，在来工法天井を構成する部
材の中でも特に地震に対して破壊しやすいとされている
野縁と野縁受けを接合するクリップを補強する工法であ
る．この工法は補強金具が安価であること，その取付方
法が簡易であること，また，2011年 3月 11日に発生し
た東北地方太平洋沖地震により破壊された天井に対して，
その復旧工事等で天井のクリップ補強工事に多数採用さ
れたこともあり，これまでに着実に実績を伸ばしてきて
いる．
本抄録は，2011年から販売を開始した天井耐震クリッ
プ工法の実績について現状を報告するとともに，2013年
3月に一般財団法人ベターリビングより，建設技術審査
証明（BL 審査証明-010）を取得したのでその内容につ
いて報告する．

2．天井耐震クリップの実績

「耐震クリップ」は，2010年に開発を行い，2011年 1

月から製品として販売を開始した．2012年 12月末まで
の実績は，約 370万個である．
工事物件数にして，約 600案件に採用されている．こ
のうち，公共工事については，約 70案件に採用されてお
り，全体の約 12％を占める．
ここで，耐震クリップの採用物件について，採用され

ている建物用途の傾向を示し，用途別の割合を報告する．
全物件数に対する用途別の割合を図―1に示す．ここ
で，用途については，遊戯施設等は，カーリング場，ボ
ーリング場，水泳場，劇場，映画館等であり，公共施設
等は，病院，学校，図書館，神社，寺院等であり，その
他は，市場，火葬場，駅舎等である．
図より，物件数の割合は，公共施設等が一番多く，次

いで事務所等，工場・倉庫等，店舗等の順になっている．
それに対し，住宅等，ホテル，旅館等および遊戯施設等

は物件数の割合が少ない．
次に，全数量に対する用途別の割合を図―2に示す．数

量の割合は，店舗等が多く，次いで工場・倉庫等，公共
施設等の順になっている．店舗等や工場・倉庫等につい
ては，いずれも大規模面積の天井に採用された案件が多
かったため，使用数量が多くなった．

図―1　物件数に対する用途別の割合
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図―2　数量に対する用途別の割合

3．建設技術審査証明の内容

3.1　天井耐震クリップ工法の特長
建設技術審査証明書を写真―1に示す．
天井耐震クリップ工法は，建設技術審査証明の取得に
あたって，静的加力実験および振動台実験を行い，所定
の性能を満足していることを確認している．
以下に建設技術審査証明にて一般財団法人ベターリビ
ングより認められた技術内容を示す．
⑴　耐震クリップで JIS規格クリップを用いた接合部を

補強することにより，当該部位の引張り耐力が現行
の JIS規格クリップと比較して 2倍以上となるもの
と確認された（写真―2参照）．

⑵　耐震クリップで接合部を補強することにより，天井
面の上下応答加速度値 2.2 Gに対して，クリップ接
合部の損傷や外れに起因する天井落下が生じないも
のと確認された（写真―3参照）．

⑶　耐震クリップは，天井の接合部補強方法として一般
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に用いられている耐風圧クリップ，又は番線等によ
る留め付けを必要とせず，JIS規格クリップの上か
ら簡易に取り付けることができるものと確認された
（写真―4参照）．

3.2　適用範囲
天井耐震クリップ工法は，JIS A 6517建築用鋼製下地
材（天井）の在来工法天井に対し，申請者が施工する新
設の天井用鋼製下地材のクリップ接合部の補強に適用す
る．適用可能な天井は，以下の通りとする．
⑴　天井の単位面積質量は 40 kg/㎡以下であること．
⑵　天井面は水平の平面で，地震時の水平力を周囲の壁

等に伝達できる剛性，耐力を有すること．
⑶　天井周囲に天井から伝達された地震時水平力を支持

できる壁等があること．

4．おわりに

天井の耐震対策工法として，耐震クリップを開発し，こ
れまでに約 370万個が販売された．物件数にして，約 600

案件に採用された．また，耐震クリップの採用物件につ
いて，用途別の実績の割合を報告した

写真―1　建設技術審査証明書

2013年 3月に一般財団法人ベターリビングより，建設
技術審査証明（BL 審査証明-010）を取得したのでその内
容について報告した．
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写真―4　耐震クリップの取付け手順

写真―3　振動台実験の状況

写真―2　静的加力実験の状況
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